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日経平均の日足チャート

 

ホワイトハウスの次の主は？

銘
柄
選
別
は「
も
し
ハ
リ
」も
想
定

暗
号
資
産
の
一
方
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

佳
境
に
入
る
米
大
統
領
選

　

８
月
に
入
り
米
国
の
大
統
領
選
挙
が
い
よ
い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
健
康
不
安
の
高
ま
り
か

ら
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
２
期
目
が
確
定
的
と
し
て
「
確
ト
ラ
」

を
前
提
と
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
動
い
て
い
た
が
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領

が
再
選
を
目
指
さ
な
い
と
し
て
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
を
後
継

候
補
に
指
名
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
大
統
領
選
の
動
向
が
一
転
し
て

不
透
明
と
な
っ
て
き
た
。
今
後
は
「
も
し
ト
ラ
」
と
「
も
し
ハ
リ
」

の
両
睨
み
で
銘
柄
物
色
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

  

バ
イ
デ
ン
対
ト
ラ
ン

プ
の
事
前
予
想
で
は
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
圧

倒
的
優
位
と
さ
れ
て
き

た
が
、
ハ
リ
ス

対
ト
ラ
ン
プ
で

は
、
ハ
リ
ス
副

大
統
領
が
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領

の
支
持
率
を
上

回
る
調
査
も
散

見
さ
れ
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

８
月
１
９
日
～

２
２
日
の
民
主

党
大
会
で
ハ
リ

ス
副
大
統
領
が

民
主
党
の
正
式

候
補
に

指
名
さ

れ
る
予

定
だ
が
、
こ
れ
は
前
倒

し
で
行
わ
れ
る
と
の
見

方
も
あ
る
。
そ
こ
で
は

副
大
統
領
候
補
も
正
式

指
名
さ
れ
る
予
定
で
、

副
大
統
領
候
補
の
支
持

率
も
高
け
れ
ば
、
そ
の

後
の
大
統
領
選
争
い
が

熾
烈
化
す
る
の
は
間
違

い
な
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

は
「
暗
号
資
産
（
仮
想

通
貨
）
業
界
は
米
国
が

支
配
す
べ
き
で
、
そ
う

し
な
け
れ
ば
中
国
の
手

に
渡
る
」
述
べ
た
こ
と

か
ら
、
直
近
で
は
新
た

に
１
０
億
円
相
当
の
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
を
追
加
購

入
す
る
こ
と
を
開
示
し

た
メ
タ
プ
ラ
ネ
ッ
ト

（
３
３
５
０
）
な
ど
が

急
騰
し
た
。

　

一
方
、
ハ
リ
ス
副
大

統
領
は
政
治
活
動
の
全

期
間
を
通
じ
て
、
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環

境
保
護
を
最
優
先
課
題

と
し
て
取
り
組
む
姿
勢

を
鮮
明
に
し
て
き
た
。

洋
上
風
力
発
電
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

支
持
を
表
明
し
て
き
た

経
緯
か
ら
、
そ
の
関
連

で
は
国
内
最
大
規
模
の

洋
上
風
力
発
電
所
を
有

す
る
Ｊ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

（
９
５
１
３
）
や
港
湾

整
備
や
基
礎
工
事
を
担

う
五
洋
建
設
（
１
８
９

３
）
、
送
電
設
備
で
古

河
電
気
工
業
（
５
８
０

１
）
な
ど
が
上
げ
ら
れ

る
。
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７
月
第
４
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

円高歯止めかかるのを待つ

　

前
週
の
東
京
市
場
は
大
幅
に
続
落
し
ま
し

た
。
日
経
平
均
は
前
の
週
か
ら
１
７
５
７
円
の

下
落
し
て
お
り
、
３
週
連
続
で
大
陰
線
を
引
い

て
い
ま
す
。
週
前
半
は
前
の
週
ま
で
の
大
幅
な

下
落
に
よ
る
突
っ
込
み
警
戒
感
や
日
銀
金
融

政
策
決
定
会

合
で
の
政
策
金
利
引
き
上

げ
を
事
前
の

報
道
で
織
り
込
ん
で
い
た

こ
と
か
ら
反

発
歩
調
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
。と
こ

ろ
が
、
会
合
後
の
会
見
で

植
田
総
裁
が

利
上
げ
継
続
を
示
唆
し
た

こ
と
で
円
高

が
加
速
、
米
国
で
は
景
気

後
退
懸
念
が

高
ま
り
、
週
後
半
に
大
き

く
値
を
崩
し

て
い
ま
す
。
１
日
は
全
面

安
で
９
０
０
円
を

超
え
る
下
落
、
週
末
２
日

は
２
２
０
０
円
超

安
と
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

以
来
の
暴
落
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
経
平
均
は
７

月
に
付
け
た
最
高
値
か
ら

６
０
０
０
円
幅
で

下
落
、
各
指
標
は
売
ら
れ

過
ぎ
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

円
高
に
歯
止
め
が
か
る
こ
と
が

反
転
の
条
件
で
、
好
決
算
銘
柄

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
リ
バ
ウ

ン
ド
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待

つ
考
え
で
す
。　

 

花
咲 

翁

鉄道旅客運賃の変更認可申請

ＪＲ九大幅高で最高値ＪＲ九州の日足チャート

　

週
明
け

Ｊ
Ｒ
九
州

（
９
１
４

２
）
が
大

幅
続
伸
、

上
場
来
高

値
を
更
新

し
た
。
１

９
日
取
引

終
了
後
、

鉄
道
旅
客

運
賃
と
料

金
の
上
限

変
更
認
可

申
請
を
行

っ
た
と
発
表
し
た
こ
と

で
収
益
改
善
を
期
待
し

た
買
い
が
向
か
っ
た
。

実
施
予
定
日
は
２
５
年

４
月
１
日
で
改
定
率
は

１
５
・
０
％ 

 

増
収
率

は
１
１
・
４
％
と
な
り
、

鉄
道
部
門
の
収
入
は
２

５
～
２
７
年
度
平
均
で

現
行
の
１
６
６
５
億
６

０
０
万
円
か
ら
１
８
３

億
３
８
４
０
０
万
円
に

増
加
す
る
見
込
み
。

 

サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
89
％
増
益

　

Ｂ
―
Ｒ 

サ
ー
テ
ィ

ワ
ン 
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
（
２
２
６
８
）
が
急

伸
。
同
社
は
１
９
日
の

取
引
終
了
後
、
２
４
年

１
２
月
期
の
第
１
四
半

期
（
１
～
６
月
）
決
算

を
発
表
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
期
比
８

９
・
０
％
増
の
１
５
億

２
１
０
０
万
円
と
な
っ

た
こ
と
が
好
感
さ
れ
た
。

新
店
舗
デ
ザ
イ
ン
で
は

「
Ｆ
１
（
Ｆ
ｌ
ａ
ｖ
ｏ

ｒ　

１
ｓ
ｔ
）
」
、
「
Ｍ

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
」
導
入

に
よ
る
店
舗
イ
メ
ー
ジ

の
刷
新
を
進
め
る
た
め
、

店
舗
の
全
面
改
装
を
７

８
店
実
施
し
て
い
る
。

メタブラネト大幅続伸

 

 

　

メ
タ
ブ
ラ
ネ
ッ

ト
（
３
３
５
０
）

が
大
幅
続
伸
。
こ

の
日
９
時
に
追
加

で
２
億
円
相
当
の

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を

購
入
し
た
と
発
表

し
た
。
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
は
仮
想
通
貨
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
姿
勢
を
見

せ
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
価
格

が
上
昇
し
て
お
り
、
ト

ラ
ン
プ
ラ
リ
ー
銘
柄
と

し
て
人
気
を
集
め
た
。

郵
船
は
大
幅
上
方
修
正

　

２
３
日
、
日
本
郵
船

（
９
１
０
１
）が
急
反
発
。

２
５
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結
売

上
高
で
２
兆
２
９
０
０

億
円
か
ら
２
兆
５
７
０

０
億
円
（
前
期
比
７
・
７

％
増
）
へ
、営
業
利
益
で

１
６
５
０
億
円
か
ら
２

１
５
０
億
円
（
同
２
３
・

１
％
増
）
へ
大
幅
に
上
方

修
正
し
た
。
紅
海
情
勢
に

起
因
す
る
喜
望
峰
ル
ー

ト
の
利
用
に
よ
る
コ
ン

テ
ナ
船
の
需
給
逼
迫
と

運
賃
市
況
が
期
初
の
想

定
を
上
回
っ
て
い
る
。

大
和
重
連
続
ス
ト
ッ
プ
高

　

大
和
重
工
（
５
６
１

０
）が
２
２
日
に
続
き
ス

ト
ッ
プ
高
ま
で
買
わ
れ

た
。
政
府
は
１
９
日
、
２

０
３
１
年
ま
で
に
、
全
国

３
５
の
国
立
公
園
す
べ

て
に
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
な
ど
を
誘
致
す
る

方
針
を
示
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
高
級
ホ
テ
ル
向

け
に
高
級
ホ
ー
ロ
ー
浴

槽
が
拡
大
し
て
い
る
同

社
へ
の
更
な
る
受
注
増

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

公
開
価
格
23
％
上
回
る

フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
の
初
値

　

フ
ィ
ッ
ト
イ
ー
ジ
ー

（
２
１
２
Ａ
）
が
東
証
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
に
新

規
上
場
、
公
開
価
格
９

９
０
円
を
２
２
・
５
％

上
回
る
１
２
１
３
円
で

で
初
値
を
付
け
た
。
同

社
は
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
の
運
営
、
企
画
、
Ｆ

Ｃ
展
開
事
業
を
行
う
。

モ
ダ
リ
ス
米
で
研
究
成
果
発
表

 
 

　

２
４
日
、
モ
ダ
リ
ス

（
４
８
８
３
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
８
月
１
９
日

か
ら
２
２
日
に
米
国
ボ

ス
ト
ン
で
開
催
さ
れ
る

第
１
６
回
バ
イ
オ
プ
ロ

セ
ス
サ
ミ
ッ
ト
で
、
Ｏ

ｒ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ

ｎ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
採

択
さ
れ
、
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ 

Ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
ａ
ｐ
ｙ 

Ｃ
Ｍ

Ｃ 

＆ 

Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｔ

ｉ
ｃ
ｓ
： 

Ｐ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ

ｃ
ｙ 

Ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｙ
ｓ
, 

Ｉ
ｎ
―
Ｐ
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
研
究
成
果
を

発
表
す
る
と
発
表
し
た

こ
と
が
材
料
視
さ
れ
た
。
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ニ
デ
ッ
ク
が
急
反
発

今
期
上
方
修
正
と
株
式
分
割

ニデックの日足チャート

 
 

 

　

２
４
日
、
ニ
デ
ッ
ク

（
６
５
９
４
）
が
急
反
発
。

２
５
年
３
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
２
兆
４
０
０

０
億
円
か
ら
２
兆
５
０

０
０
億
円
（
前
期
比
６
・

５
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
２
３
０
０
億
円
か

ら
２
４
０
０
億
円
（
同

４
７
・
６
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
同
時
に
９
月

３
０
日
を
基
準
日
と
し

て
１
対
２
の
株
式
分
割

を
発
表
し
た
。
精
密
小

型
モ
ー
タ
事
業
は
Ｈ
Ｄ

Ｄ
用
モ
ー
タ
の
需
要
が

回
復
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、

Ａ
Ｉ
サ
ー
バ
向
け
水
冷

シ
ス
テ
ム
の
需
要
が
急

激
に
拡
大
し
て
い
る
。

三
菱
自
21
％
営
業
減
益

　

三
菱
自
動
車
工
業

（
７
２
１
１
）
が
急
反
落
。

２
５
年
３
月
期
の
第
１

四
半
期
（
４
～
６
月
）

決
算
を
発
表
、
連
結
営

業
利
益
で
前
年
同
期
比

２
１
・
３
％
減
の
３
５

５
億
１
９
０
０
万
円
と

な
っ
た
。
販
売
競
争
の

激
化
、
イ
ン
フ
レ
に
伴

う
コ
ス
ト
の
上
昇
、
一

時
的
な
品
質
関
連
費
用

の
増
加
な
ど
が
収
益
を

圧
迫
し
た
。

シーユーシ６１％営業増益
　

２
５
日
、
シ

ー
ユ
ー
シ
ー

（
９
１
５
８
）

が
大
幅
反
発
。

２
４
日
の
取
引

終
了
後
、
２
５

年
３
月
期
の
第

１
四
半
期
（
４

～
６
月
）
決
算

を
発
表
、
連
連

結
売
上
収
益
で

前
年
同
期
比
３

８
．
３
％
増
の

１
０
５
億
９
７

０
０
万
円
、
営

業
利
益
で
同
６

０
．
９
％
増
の
１
３
億

４
１
０
０
万
円
で
着
地

し
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
支
援
先
医
療
機
関

の
増
加
と
Ｍ
＆
Ａ
支
援

報
酬
の
増
加
、
既
存
の

ホ
ス
ピ
ス
型
住
宅
の
入

居
者
増
加
や
新
規
展
開

を
加
速
し
た
こ
と
な
ど

が
寄
与
し
た
。

エ
コ
ナ
ビ
ス
タ
業
務
提
携

　　

エ
コ
ナ
ビ
ス
タ
（
５

５
８
５
）
が
急
反
発
。

２
４
日
の
取
引
終
了
後
、

エ
ー
ザ
イ
（
４
５
２
３
）

と
の
業
務
提
携
を
発
表

し
た
。
エ
コ
ナ
ビ
ス
タ

が
展
開
す
る
「
ラ
イ
フ

リ
ズ
ム
ナ
ビ
」
と
特
許

技
術
「
認
知
症
予
測
モ

デ
ル
」
、
エ
ー
ザ
イ
が
保

有
す
る
脳
の
健
康
度
の

デ
ジ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
ツ

ー
ル
「
の
う
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

な
ど
を
用
い
、
高
齢
者

施
設
の
入
居
者
に
対
し

て
認
知
機
能
の
変
化
に

対
す
る
気
づ
き
を
促
す

実
証
実
験
を
推
進
す
る
。
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７
月
第
５
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 チャンス到来

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は３週続落と
なりました。週初は７月１１日以降
の単波動急落に対するリバウンドか
らスタートしましたが、週末にかけ
ての急落で二段下げとなり、昨年１
０月安値を起点とする上昇の半分を
削る厳しい下落となりました。下値
は概ね３万６０００円程度（ＰＥＲ
１５倍前後）を想定しておりますが、
最高値から１５％下落したことで高
水準に積み上げられた信用買い残の整理
が必要となり、行き過ぎの下落もあり得
るでしょう。
　今後考えられる展開は、日経平均に続
きＮＹダウが二段下げに入ることです。
その場合、昨年１０月安値から先月高値
までの上げ幅の１／３押し水準（３万８
２７１ドル）近辺への下落を想定した場
合、日経平均は６１．８％押しとなる３
万５０００円近辺までは覚悟せねばなら

ないかもしれません。ただ、こ
こは売る場面ではなく究極の買
い場でしょう。

半導体関連が全面安
米テック株安と急激な円高

ルネサスエレの日足チャート

　

２
５
日
、

ル
ネ
サ
ス

エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

（
６
７
２

３
）
が
一

時
ス
ト
ッ

プ
安
に
売

ら
れ
た
ほ

か
、
デ
ィ

ス
コ
（
６

１
４
６
）

や
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ

ン
（
８
０

３
５
）
、
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
（
６
９
２
０
）
、

ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
（
６

８
５
７
）
な
ど
半
導
体

関
連
が
全
面
安
、
下
落

率
上
位
に
並
ん
だ
。
米

国
株
市
場
で
決
算
が
嫌

気
さ
れ
た
テ
ス
ラ
や
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
大

型
テ
ッ
ク
株
が
売
り
込

ま
れ
、
半
導
体
関
連
で

は
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
が
７

％
に
迫
る
下
げ
で
Ｓ
Ｏ

Ｘ
指
数
が
５
・
４
％
安

と
急
落
、
ド
ル
円
が
一

気
に
１
５
２
円
台
ま
で

円
高
が
進
み
、
ル
ネ
サ

ス
の
大
幅
減
益
も
嫌
気

さ
れ
見
切
り
売
り
が
広

が
っ
た
。

富
士
通
は
Q
営
業
黒
字

 
 

 
 

　

週
末
２
６
日
、
富
士

通
（
６
７
０
２
）
が
急

反
発
。
実
質
最
高
値
を

更
新
し
た
。
２
５
日
の

取
引
終
了
後
、
２
５
年

３
月
期
の
第
１
四
半
期

（
４
～
６
月
）
決
算
を

発
表
、
連
結
営
業
利
益

で
２
１
３
億
８
７
０
０

万
円
（
前
年
同
期
１
８

億
８
０
０
０
万
円
の
赤

字
）
と
な
っ
た
。
国
内

市
場
を
中
心
に
Ｄ
Ｘ
・

モ
ダ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

商
談
が
力
強
く
伸
長
し

て
い
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
通
期
上
方
修
正

　

キ
ヤ
ノ
ン
（
７
７
５

１
）
が
急
反
発
。
２
４

年
１
２
月
期
通
期
の
連

結
業
績
予
想
に
つ
い
て
、

売
上
高
を
４
兆
３
５
０

０
億
円
予
想
か
ら
４
兆

６
０
０
０
億
円
（
前
期

比
１
０
・
０
％
増
）
、

営
業
利
益
を
４
３
５
０

億
円
か
ら
４
６
５
０
億

円
（
前
期
比
２
３
・
９

％
増
）
に
上
方
修
正
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
製
品
や

主
力
製
品
の
競
争
力
強

化
に
円
安
効
果
が
加
わ

り
増
益
幅
が
拡
大
す
る
。

公
開
価
格
28
％
上
回
る

タ
イ
ミ
ー
の
初
値

　

タ
イ
ミ
ー
（
２
１
５

Ａ
）
が
東
証
グ
ロ
ー
ス

市
場
に
新
規
上
場
、
公

開
価
格
１
４
５
０
円
を

２
７
・
６
％
上
回
る
１

８
５
０
円
で
初
値
を
付

け
た
。
ス
キ
マ
バ
イ
ト

サ
ー
ビ
ス
「
タ
イ
ミ
ー

」
の
運
営
な
ど
を
行
う
。

東京製鐵ストップ高
　

週
明
け
２
９
日
、

東
京
製
鐵
（
５
４

２
３
）
が
ス
ト
ッ

プ
高
。
２
５
年
３

月
期
の
業
績
予
想

に
つ
い
て
、
連
結

営
業
利
益
で
３
０

０
億
円
か
ら
３
２
０
億

円
（
前
期
比
１
５
・
９

％
減
）
に
上
方
修
正
し
た
。

同
時
に
上
限
６
８
０
万

株
（
発
行
済
済
株
式
総

数
の
６
・
２
６
％
）
ま

た
は
１
０
０
億
円
の
自

己
株
式
取
得
枠
を
設
定

し
た
こ
と
を
好
感
し
た

買
い
を
集
め
た
。

エ
ー
ザ
イ
急
反
落
し
安
値

　

エ
ー
ザ
イ
（
４
５
２

３
）
が
急
反
落
し
安
値
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治

療
薬
「
レ
カ
ネ
マ
ブ
」

の
販
売
承
認
申
請
に
つ

い
て
、
欧
州
医
薬
品
庁

の
評
価
委
員
会
が
否
定

的
な
見
解
を
採
択
し
た

と
発
表
し
た
こ
と
が
失

望
売
り
を
誘
っ
た
。
新

薬
の
有
効
性
は
副
作
用

リ
ス
ク
に
見
合
わ
な
い

と
み
て
い
る
も
よ
う
。

公開価格４７％上回る
リベラウェアの初値　

Ｌ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ

ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
（
２

１
８
Ａ
）
が
東

証
グ
ロ
ー
ス
市

場
に
新
規
上
場
、

公
開
価
格
３
１

０
円
を
４
６
・

５
％
上
回
る
４
５
４
円

で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

同
社
は
屋
内
狭
小
空
間

点
検
ド
ロ
ー
ン
「
Ｉ
Ｂ

Ｉ
Ｓ
」
を
ベ
ー
ス
に
し

た
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
開

発
と
点
検
サ
ー
ビ
ス
、

ド
ロ
ー
ン
の
レ
ン
タ
ル
・

販
売
と
ド
ロ
ー
ン
な
ど

で
収
集
し
た
デ
ー
タ
の

処
理
・
解
析
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。



marketpress5 第385号 2024年8月5日

～ 決 算 情 報 ～
日本精線

１Ｑは２９．５％営業増益
ステンレス鋼線販売量２ケタ増

カプコン

１Ｑ減収減益も計画上回る
通期８期連続最高益予想変更なし

　日本精線（５６５９）の今２５年３月期の
第１四半期（４～６月）は連結売上高１１５
億４２００万円（前年同期比６．７％増）、営
業利益１１億６６００万円（同２９．５％増）、
純利益８億２７００万円（同１９．６％増）
と大幅な増益となった。ステンレス鋼線はニ
ッケル価格が上昇に転じたことも影響し、販
売量は前年同期比１１.４％増を達成。金属繊
維は半導体関連業界向け超精密ガスフィルタ
ー（ＮＡＳｃｌｅａｎ）は需要調整局面が継
続ながら、半導体製造装置メーカー各社の生
産回復からメンテナンス用パーツの需要に回
復の兆しがある。通期は連結売上高で４５０
億円（前期比０．６％増）、営業利益で４０億
円（同１３．１％増）、純利益で２８億円（同８．
８％増）の従来予想を据え置いた。

　カプコン（９６９７）の２５年３月期の第
１四半期（４～６月）決算は連結売上高で２
９５億８７００万円（前年同期比３２．５％減）、
営業利益で１２８億８９００万円（同４６．
４％減）となった。新作タイトルの発売時期
が下期に重点を置くことから、前期発売タイ
トルを中心としたリピート販売による商戦と
なったことが減収減益の要因だが、全セグメ
ントで計画を上回る進捗となっており、「年間
計画達成に向けて計画どおりの進捗」（宮崎智
史副社長執行役員ＣＨＯ）としている。
　２５年３月期は売上高１６５０億円（前期
比８．３％増）、営業利益で６４０億円（同１
２．１％増）と１２期連続の営業増益かつ全
ての利益項目で８期連続最高益を見込む当初
計画は変えていない。

フ
ァ
ナ
ッ
ク
３
日
続
伸

14
％
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
Ｔ
Ｏ
Ｂ

ファナックの日足チャート

　
３
０
日
、
フ
ァ
ナ
ッ

ク
（
６
９
５
４
）
が
３

日
続
伸
。
２
５
年
３
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上
高
で
７

４
６
４
億
円
か
ら
７
８

４
３
億
円
（
前
期
比

２
・
３
％
減
）
へ
、
営

業
利
益
で
１
２
１
０
億

円
か
ら
１
４
３
０
億
円

（
同
１
２
・
５
％
減
）

へ
上
方
修
正
し
た
こ
と

が
好
感
さ
れ
た
。
ロ
ボ

ッ
ト
部
門
は
、
欧
米
で

は
、
一
般
産
業
向
け
は

若
干
低
調
だ
っ
た
も
の

の
、
自
動
車
関
連
向
け

は
前
期
か
ら
の
受
注
残

に
よ
り
堅
調
に
推
移
し

て
い
る
。

メ
タ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
手
じ
ま
い

 
 

 
 

　

メ
タ
プ
ラ
ネ
ッ
ト

（
３
３
５
０
）
が
ス
ト

ッ
プ
安
ま
で
売
ら
れ
た
。

７
月
３
１
日
を
基
準
日

に
１
株
を
１
０
株
に
併

合
す
る
す
る
予
定
で
、

権
利
落
ち
日
の
こ
の
日

は
手
じ
ま
い
売
り
が
殺

到
し
た
。
ビ
ッ
ト
コ
イ

ン
の
残
高
認
証
サ
ー
ビ

ス
「
Ｈ
ｏ
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ 

Ｖ

ｅ
ｒ
ｉ
ｆ
ｉ
ｅ
ｄ
」
を

導
入
す
る
と
発
表
し
た

こ
と
を
材
料
に
、
直
近
、

株
価
は
ス
ト
ッ
プ
高
を

交
え
て
３
倍
強
に
急
騰

し
て
い
た
。

公
開
価
格
33
％
上
回
る

ハ
ー
ト
シ
ー
ド
の
初
値

 
 

 
 

 

　

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ
ｅ
ｅ

ｄ
（
２
１
９
Ａ
）
が
東

証
グ
ロ
ー
ス
市
場
に
新

規
上
場
、
公
開
価
格
１

１
６
０
円
を
３
３
・
４

％
上
回
る
１
５
４
８
円

で
初
値
が
生
ま
れ
た
。

同
社
は
重
症
心
不
全
患

者
を
対
象
と
し
た
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
由
来
心
筋
球
移

植
治
療
を
は
じ
め
と
す

る
再
生
医
療
等
製
品
の

研
究
・
開
発
を
行
う
。

愛三工は上方修正

 
 

 
 

　

３
１
日
、
愛

三
工
業
（
７
２

８
３
）
が
急
伸
、

東
証
プ
ラ
イ
ム

市
場
値
上
が
り

率
上
位
に
買
わ

れ
た
。
同
社
は

３
０
日
の
取
引

終
了
後
、
２
５

年
３
月
期
の
業

績
予
想
の
修
正

を
発
表
、
連
結

売
上
高
で
３
１

５
０
億
円
か
ら
３
２
５

０
億
円
（
前
期
比
３
・

４
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
１
６
０
億
円
か
ら

１
９
０
億
円
（
同
２

２
・
６
％
増
）
へ
上
方

修
正
、
年
間
配
当
を
５

６
円
か
ら
６
３
円
（
前

期
５
５
円
）
へ
引
き
上

げ
た
こ
と
が
好
感
さ
れ

た
。
為
替
相
場
が
想
定

に
比
べ
円
安
傾
向
で
推

移
、
販
売
数
量
、
収
益

改
善
が
の
予
想
を
上
回

る
。 
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ハリマ化成Ｇ

第１四半期増収で黒字確保
粘接着剤用樹脂が北米で需要回復

あじかん

第２四半期予想を上方修正
玉子製品伸び鶏卵価格見込み下回る

　あじかん (２９０７)は２５年３月期の第２
四半期累計（４～９月）業績予想を連結売上
高では２４５億円（前年同期比１．０％増）
を据え置いたが、営業利益で５億円から９億
円（同５４．６％増）へ、純利益で３億５０
００万円から７億５０００万円（同１４．０
％増）へ上方修正した。玉子製品を中心に自
社製造製品が大きく伸び、鶏卵価格が足元で
当初見込みを下回る状況で推移していること
や、加工費の低減、諸経費の抑制効果に加え、
想定以上に円安が進行したことで、為替予約
の時価評価益や決済差益が拡大している。
　２５年３月期は売上高５１０億円（前期比１．
５％増）、営業利益１６億円（同６．４％減）、
純利益１２億円（同２０．５％減）の従来予
想を据え置いた。

　ハリマ化成グループ（４４１０）の２５年
３月期第１四半期の連結決算は、売上高２３
８億７００万（前年同期比５．４％増）、営業
利益４億８１００万円（前年同期３億７２０
０万円の赤字）、最終利益３億６５００万円（同
１億３８００万円の赤字）と増収で黒字を確
保した。粘接着剤用樹脂は北米を中心に需要
が回復、製紙用薬品は中国で売り上げを伸ばし、
電子材料は自動車や半導体向けに堅調で、合
理化による原価低減効果も表面化した。
　通期は売上高１０２０億円（前期比１０．
５％増）、営業利益２１億円（前期２億１１０
０万円の赤字）、最終利益１４億５０００万円
（同１１億６１００万円の赤字）と期初予想を
据え置いた。配当は第２四半期末、期末各々
２１円、合わせて年間４２円を継続。

日銀会合で政策金利引き上げ

金融株総じて買われる

三菱ＵＦＪの日足チャート

 
 

 

　

３
１
日
、

三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ

ル
・
グ
ル

ー
プ
（
８

３
０
６
）

や
三
井
住

友
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ

（
８
３
１

６
）
な
ど

金
融
株
が

総
じ
て
買

わ
れ
た
が
、

後
場
は
伸
び
悩
ん
だ
。

日
銀
が
金
融
政
策
決
定

会
合
で
、
政
策
金
利
に

位
置
づ
け
る
無
担
保
コ

ー
ル
翌
日
物
金
利
の
誘

導
目
標
を
０
～
０
・
１

％
程
度
か
ら
０
・
２
５

％
程
度
に
引
き
上
げ
る

と
発
表
し
た
。
前
場
は

利
上
げ
へ
の
思
惑
で
値

を
上
げ
た
が
、
想
定
通

り
の
内
容
が
確
認
さ
れ

る
と
、
利
益
確
定
売
り

に
上
値
が
重
く
な
っ
た
。

公
開
価
格
19
％
上
回
る

フ
ァ
ベ
ル
の
初
値

　
Ｆ
ａ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ａ
ｎ
ｙ
（
２
２
０
Ａ
）

が
東
証
グ
ロ
ー
ス
市
場

に
新
規
上
場
、
公
開
価

格
１
０
０
０
円
を
１
９

％
上
回
る
１
１
９
０
円

で
初
値
を
つ
け
た
。
デ

ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
自
動
化
ツ
ー
ル
「
ミ

エ
ル
カ
Ｓ
Ｅ
Ｏ
」な
ど

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
提
供
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
人
材
な
ど
を

活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
支
援
を
行
う
。

ト
ヨ
タ
上
振
れ
期
待
後
退

 
 

 
 

　

１
日
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
（
７
２
０
３
）
が
後

場
下
げ
幅
を
広
げ
、
８

％
を
上
回
る
大
幅
安
。

場
中
に
発
表
し
た
２
５

年
３
月
期
第
１
四
半
期

の
連
結
決
算
は
、
営
業

収
益
１
１
兆
８
３
７
８

億
７
９
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
１
２
・
２
％

増
）
、
営
業
利
益
１
兆

３
０
８
４
億
６
２
０
０

万
円
（
同
１
６
・
７
％

増
）
と
２
ケ
タ
増
収
増

益
で
着
地
し
た
。
た
だ
、

ド
ル
円
が
１
４
９
円
台

半
ば
へ
円
高
が
急
激
に

進
ん
だ
こ
と
で
、
収
益

上
振
れ
期
待
が
後
退
、

売
り
圧
力
が
強
ま
っ
た
。

為
替
レ
ー
ト
は
１
ド
ル

＝
１
４
５
円
を
想
定
。

山
パ
ン
市
場
予
測
下
回
る

 
 

 
 

 

　

山
崎
製
パ
ン
（
２
２

１
２
）
が
急
反
落
。
２

４
年
１
２
月
期
第
２
四

半
期
累
計
の
連
結
決
算

は
、
営
業
利
益
３
１
０

億
２
９
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
５
０
・
６
％

増
）
と
大
幅
増
益
に
な

り
、
通
期
予
想
を
４
８

０
億
円
か
ら
５
４
５
億

円
（
前
期
比
５
９
・
９

％
増
）
に
上
方
修
正
し

た
。
た
だ
、
市
場
予
測

を
下
回
り
、
直
近
３
カ

月
の
は
１
４
５
億
円
に

減
速
し
て
い
る
。
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～ 決 算 情 報 ～
Ｔ Ｏ Ａ

１Ｑ営業費用増加が響く
交通や工場、教育市場向け伸びる

荒川化学工業

１Ｑ計画上回り通期増額
付加価値製品中心に販売回復

　ＴＯＡ（６８０９）の２５年３月期第１四半
期の連結決算は、売上高１０９億７９００万
円（前年同期比９．３％増）、営業赤字９１０
０万円（前年同期１億１４００万円の赤字）
最終赤字１億１２００万円（同６３００万円
の赤字）で着地した。
　国内は交通市場や工場、教育市場向けが伸長。
海外ではインドネシアで宗教市場向け販売が
堅調で、ベトナムで大型都市開発プロジェクト、
タイでは鉄道や教育市場、商業施設への納入
が進んだ。ただ、営業費用が増加する一方、
為替差益が減少したことが響いた。
　通期は売上高５２０億円（前期比６．５％増）、
営業利益３７億円（同２２．２％増）、最終利
益２４億円（同２０．１％増）と期初予想を
据え置いた。年間配当４０円を継続。

　荒川化学工業（４９６８）の２５年３月期
第１四半期の連結決算は、売上高１９２億６
１００万円（前年同期比１１．３％増）、営業
利益６億２２００万円（前年同期８億３４０
０万円の赤字）、最終利益１７億９９００万円
（同３億１４００万円の赤字）と計画を上回り、
通期予想を売上高８２０億円から８２６億円
（前期比１４．４％増）、営業利益２０億円か
ら２２億円（前期２６億１７００万円の赤字）、
最終利益１８億円から２１億円（同１０億４
２００万円の赤字）へ上方修正した。
　光硬化型樹脂や半導体関連材料のファイン
ケミカル製品、ＨＤＤ用精密研磨剤など付加価
値製品を中心に販売が回復、海外では板紙向
け紙力増強剤やロジン系粘着・接着剤用樹脂
が堅調で、円安で営業外収支も改善している。

生
成
Ａ
Ｉ
向
け
需
要
で
上
方
修
正

ア
ド
テ
ス
ト
は
４
連
騰

アドバンテストの日足チャート

 
 

 

　

１
日
、
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
（
６
８
５
７
）
が

大
幅
に
４
日
続
伸
。
７

月
３
１
日
の
取
引
終
了

後
、
２
５
年
３
月
期
の

業
績
予
想
に
つ
い
て
、

連
結
売
上
高
で
５
２
５

０
億
円
か
ら
６
０
０
０

億
円
（
前
期
比
２
３
・

３
％
増
）
へ
、
営
業
利

益
で
９
０
０
億
円
か
ら

１
３
８
０
億
円
（
同
６

９
・
１
％
増
）
へ
上
方

修
正
し
た
。
生
成
Ａ
Ｉ 

に
向
け
た
半
導
体
の
需

要
の
高
ま
り
に
連
動
し

て
、
関
連
す
る
半
導
体

試
験
装
置
需
要
の
顕
著

な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

ＪＶＣケンウＳ高で最高値

 
 

 
 

　

週
末
２
日
、

Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ

ッ
ド
（
６
６
３

２
）
が
ス
ト
プ

高
で
最
高
値
更

新
。
２
５
年
３

月
期
第
１
四
半

期
の
連
結
決
算

は
、
営
業
利
益

６
０
億
２
２
０

０
万
円
（
前
年

同
期
比
２
０
・

２
％
増
）
と
大

幅
増
益
で
着
地

し
た
こ
と
が
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
サ
プ

ラ
イ
ズ
に
な
っ
た
。
無

線
シ
ス
テ
ム
の
販
売
が

引
き
続
き
好
調
で
、
車

載
関
連
製
品
の
の
海
外

Ｏ
Ｅ
Ｍ
が
堅
調
に
推
移
。

通
期
は
１
８
２
億
円

（
前
期
比
０
・
１
％

減
）
と
期
初
予
想
を
据

え
置
い
て
い
る
。

証
券
株
下
げ
目
立
つ

　
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ

本
社
（
８
６
０
１
）
が

東
証
全
市
場
で
下
落
率

ト
ッ
プ
に
な
っ
た
ほ

か
、
野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
８
６
０
４
）

や
マ
ネ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
（
８
６
９
８
）
な
ど

証
券
株
の
下
げ
が
目
立

つ
。
東
証
上
場
３
３
業

種
中
証
券
、
商
品
先
物

取
引
業
が
下
落
率
ト
ッ

プ
と
な
っ
た
。
米
景
気

減
速
へ
の
警
戒
感
か
ら

リ
ス
ク
回
避
ム
ー
ド
が

広
が
り
、
日
経
平
均
が

一
時
下
げ
幅
を
２
０
０

０
円
超
に
広
げ
る
な

か
、
急
激
な
株
安
を
受

け
て
投
資
家
が
売
買
を

手
控
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
手
数
料
収
入
へ

の
影
響
を
懸
念
し
た
売

り
が
広
が
っ
た
。

コ
ナ
ミ
Ｇ
47
％
営
業
増
益

 
 

 
 

 

　

コ
ナ
ミ
グ
ル
ー
プ

（
９
７
６
６
）
が
急
反

発
。
２
５
年
３
月
期
の

第
１
四
半
期
決
算
は
、

連
結
営
業
利
益
で
前
年

同
期
比
４
６
・
６
％
増

の
２
５
１
億
４
５
０
０

万
円
と
な
っ
た
。
ゲ
ー

ミ
ン
グ
市
場
に
お
い
て

北
米
市
場
と
豪
州
市
場

が
堅
調
に
推
移
し
て
い

る
。
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

日
本
株
買
い
転
機
迎
え
る

国内勢の資金で次第に戻す

　

先
週
の
日
経
平
均
は
３
１
日
に
日

銀
会
合
で
利
上
げ
を
決
め
た
も
の
の
、

会
合
が
終
了
し
た
こ
と
で
懸
念
材
料

が
一
巡
、
３
８
５
円
安
の
３
万
８
１

４
０
円
で
始
ま
り
３
万
７
９
５

４
円
ま
で
売
ら
れ
た
後
、
売
り

一
巡
か
ら
は
買
い
戻
し
の
動
き

で
、
後
場
入
っ
て
か
ら
戻
り
相

場
に
拍
車
が
か
か
り
、
引
け
で

は
５
７
５
円
高
、
３
万
９
１
０

１
円
で
終
え
ま
し
た
。
そ
の
後

は
植
田
総
裁
会
見
で
利
上
げ
継

続
発
言
が
で
た
こ
と
で
売
り
が

売
り
を
呼
ん
で

週
末
に
は
３
万

７
０
０
０
円
を

も
割
れ
る
波
乱

に
な
り
ま
し
た
。

　

日
銀
会
合
は

利
上
げ
の
見
送

り
が
大
勢
の
見

方
で
し
た
が
、

植
田
総
裁
は
景

気
よ
り
も
円
安

に
よ
る
物
価
を
重
視

し
、
０
・
２
５
％
の

利
上
げ

に
踏
み

込
み
ま

し
た
。

こ
れ
が

一
段
の

円
高
を
加
速

化
し
て
１
５

０
円
を
割
り

込
み
、
１
４

９
円
の
半
ば
ま
で
上
昇
し
ま
し
た
。

植
田
総
裁
は
更
な
る
利
上
げ
も
否
定

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
１
日
の
米
国

の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
は
金
利
の
現
状
維
持

を
決
定
し
ま
し
た
が
、
９
月
の
利

下
げ
に
は
肯
定
的
な
見
通
し
を
示

唆
し
ま
し
た
。
こ
の
日
米
金
融
会

合
で
日
米
金
利
差
縮
小
が
進
み
、

円
高
が
一
段
と
進
み
ま
し
た
。

　

米
国
の
成
長
大
型
株
が
３
０
日

に
決
算
前
で
売
ら
れ
た
動
き
が
そ

の
ま
ま
３
１
日
の
半
導
体
系
銘
柄

の
大
幅
安
を
招
き
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
経
済
指
標
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
内
容
で
米
国
市
場
は
一
段
安
に

な
り
ま
し
た
。
円
高
に
よ
る
下
落

は
外
国
人
が
売
る
一
方
で
国
内
勢

の
資
金
が
戻
る
可
能
性
が
高
ま
り
、

利
上
げ
は
付

加
価
値
の
高

い
製
品
を
作

る
ハ
イ
テ
ク

銘
柄
が
注
目

さ
れ
ま
す
。

外
国
人
主
導
型

の
日
本
株
買
い

が
転
機
を
迎
え

る
一
方
で
国
内

勢
の
資
金
に
よ

っ
て
次
第
に
戻

し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

https://marketpress.jp/
https://marketpress.jp/subscribe/
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株街往来
星野三太郎の

～外国人観光客
　　 で溢れる大阪～

 

　

毎
年
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
暑
気

払
い
的
な
集
ま
り
が
多
く

な
る
が
、
今
年
は
上
場
企

業
や
金
融
関
係
者
の
交
流

会
の
一
環
と
し
て
道
頓
堀

川
ク
ル
ー
ズ
に
参
加
し
て

き
た
。

　

普
段
、
事
務
所
が
あ
る

本
町
近
隣
の
東
心
斎
橋
商

店
街
を
歩
い
て
い
る
と
昨

年
末
か
ら
今
年
に
か
け
て

外
国
人
観
光
客
が
増
え
て

き
た
こ
と
を
実
感
す
る
が
、
そ
の
商
店
街
を
南
に
下
っ
て

道
頓
堀
に
行
く
と
日
本
人
の
ほ
う
が
少
な
い
と
思
う
く
ら

い
だ
。
そ
の
道
頓
堀
川
の
船
着
き
場
か
ら
発
着
す
る
ク
ル

ー
ズ
船
に
乗
る
た
め
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
待
ち
列
を

作
っ
て
い
る
の
を
見
て
大
阪
が
観
光
地
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。

　

貸
し
切
り
の
ク
ル
ー
ズ
船
を
乗
る
と
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン

街
を
通
過
し
て
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
が
あ
る
千
代
崎
を
経

て
中
之
島
へ
と
北
上
し
て
、
そ
こ
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
道

頓
堀
に
戻
る
コ
ー
ス
。
船
か
ら
見
上
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
街
の

ネ
オ
ン
を
見
て
大
阪
を
見
直
し
た
次
第
だ
。

　

万
博
開
催
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
開
催
さ
れ

な
く
て
も
今
あ
る
観

光
資
源
で
都
市
の
魅

力
は
十
分
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
。
勿
論
、
開

催
し
て
成
功
す
る
の

が
ベ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ

だ
が
。

車内の様子

松尾芭蕉の俳句と夏らしい花の絵

 

近鉄ＧＨＤ

「伊賀焼風鈴列車」運行

　
近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
９
０
４
１
）
グ
ル
ー
プ
の

伊
賀
鉄
道
は
、
８
月
１
日
か
ら
、

地
元
名
産
の
伊
賀
焼
の
風
鈴
を
車

内
に
飾
り
つ
け
た
「
伊
賀
焼
風
鈴

列
車
」
を
運
行
し
て
い
る
。
伊
賀

焼
風
鈴
列
車
は
伊
賀
鉄
道
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ふ
く
に
ん
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列

車
、
ふ
く
に
ん
列
車
「
伊
賀
の
四

季
」
号
の
車
内
に
伊
賀
焼
の
風
鈴

を
飾
り
付
け
た
列
車
で
、
列
車
運

行
は
今
回
で
１
６
回
目
と
な
る
。

　

ま
た
、
短
冊
に
は
今
年
生
誕
３

８
０
年
の
松
尾
芭
蕉
の
俳
句
と
、

夏
ら
し
い
花
の
絵
が
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
短
冊
と
一
緒
に
「
ふ
く

に
ん
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ス
ト
ラ

ッ
プ
も
吊
り
下
げ
る
と
と
も
に
、

よ
り
涼
し
さ
を
感
じ
る
べ
く
、
吊

り
手
付
近
に
ア
サ
ガ
オ
の
造
花
を

一
緒
に
飾
り
付
け
た
り
、
一
部
の

窓
の
カ
ー
テ
ン
付
近
に
す
だ
れ
を

吊
り
下
げ
た
り
し
て
い
る
。
運
行

は
８
月
３
１
日
ま
で
。

Ｎｅｗ　ｐｒｏｄｕｃｔ
住
友
ゴ
ム
工
業次世代オールシーズンタイヤ

あらゆる路面にシンクロ

SYNCHRO WEATHER

 

　住友ゴム工業（５
１１０）はドライ・
ウエット・氷上・雪
上などのあらゆる路
面にシンクロする次
世代オールシーズン
タイヤＤＵＮＬＯＰ
「ＳＹＮＣＨＲＯ　
ＷＥＡＴＨＥＲ（シ
ンクロウェザー）」
を１０月１日から発
売する。
　新商品は、水や温

度に反応し路面状態に合わせてゴム自ら性質
が変化する新技術「アクティブトレッド」を
組み込むことで、ゴムの柔らかさに寄与する
因子のひとつであるポリマーの動きをコント
ロール。これによって、スタンダードサマー
タイヤ以上の優れたウエット性能を発揮し、
従来のオールシーズンタイヤではカバーでき
ていなかった氷上を含むあらゆる路面での走
行が可能。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
４
年
３
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

日銀利上げショック
円高は日本全体の景気押し下げる

植
田
日
銀
総
裁
は
偽
善
者

西日本フィナンシャ
　 ルＨＤの日足チャート

　日銀は７
月３１日の
金融政策決
定会合で追
加利上げを
決めた。利
上げは９月

と予想していただけに市場に与えた影響は大き
い。
　植田日銀総裁は政策金利の０．５％について
「壁とは意識していない」と語った。年内の再
利上げの可能性については「データ次第で一段
の政策金利の調整はあり得る」との認識を示し
た。今回の利上げの影響に対して「これで景気
が減速するとは思っていない」としたうえで「長
期的観点では、先に行って慌てて調整するリス
クを減らすという意味では経済にプラスとの考
えもあり得る」と述べている。
　植田総裁のこれだけ楽観的な経済見通しは賃
上げが今後も続くと考えているようだ。利上げ
後、８月１日の日経平均の下げ幅は一時、１３
００円を超えた。外国為替市場では円相場が１
ドル＝１４８円４０銭台まで急速に円高に振れ
た。日本経済が成長できたのは円安効果である。
日本は大手製造業が日本経済を支えている。２
０１１年に１ドル＝７５円台まで円高が進み、
日経平均は８０００円台と低迷していた。
　日本の景気を大きく浮上させたのは２０１２
年１２月に発足した安倍政権のアベノミクスと
日銀の黒田総裁が行なった異次元の量的緩和金

融政策
である。
２０１
５年に
日経平
均は１
５年ぶ
りに２
万円台
まで上
昇し、

１ドル＝１
２５円台ま
で５０円も
円安になっ
た。日経平
均の上昇は
円安がもた
らしたので
ある。アベ
ノミクスを
スタートし
た当初は政
府と日銀が
行なった財
政・金融政
策は正しく、
その反応は
見事に株価
上昇と円安
に現れている。
　世界を代表するトヨタ自動車は１円
の円高で約５００億円の利益が吹き飛
ぶ。７月３日に１ドル＝１６１円台を
付けた後、１３円も円高になっており、
それだけでトヨタは６，５００億円と
いう巨額な利益を失う。円高が続けば
日本全体の景気を押し下げる大きな要
因となる。経済が低迷すれば賃上げを
行なう企業は減少する。このような仕
組を理解した上で植田日銀総裁は利上
げを行なったとするなら偽善者だ。為
替介入と利上げで輸入価格を抑えて、
国民の不満を逸らそうとすることが逆
に日本経済を低迷させ、やがてそのつ
けが国民に回ってくる。失われた３０
年はまさに政府と日銀の財政・金融政
策の失敗がもたらしたものだ。
　潮流銘柄は西日本フィナンシャルＨ
Ｄ（７１８９）、ハマキョウレックス（９
０３７）、住信ＳＢＩネット銀行（７１
６３）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物の日足チャート

ドル円の日足チャート

日本株が下げ止まるには…

落
ち
て
く
る
ナ
イ
フ
は
掴
む
な

円
高
一
服
感
が
必
要

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
７
５
７
円
安
と
３
週
連
続
週

足
陰
線
と
な
っ
た
。
金
曜
日
に
は

前
日
比
２
２
１
６
円
安
と
一
日
の

下
落
幅
と
し
て
は
１
９
８
７
年
１

０
月
２
０
日
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ

ー
（
３
８
３
６
円
安
）
以
来
の
下

げ
幅
と
な
っ
た
。

　

背
景
に
は
日
銀
の
政
策
金

利
引
き
上
げ
明
確
化
に
加
え
、

パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
９

月
の
金
利
引
き
下
げ
を
示
唆

し
た
こ
と
に
よ
り
円
高
に
振
れ
、

円
キ
ャ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
の
巻
き
返

し
が
更
な
る
円
高
を
加
速
さ
せ
た
。

更
に
円
高
に
よ
る
輸
出
企
業
の
業

績
懸
念
に
加
え
、
米
国
で
発
表
さ

れ
た
経
済
指
標
が
景
気
後
退
懸
念

を
示
し
、
米
国
株
も
軟
調
な
動
き

に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
く
売
ら
れ

た
要
因
で
あ
る
。

　

投
資
主
体
別
売
買
動
向
を
み
て

も
７
月
最
終
週
に
海
外
投
資
家
は

現
物
・
先
物
合
計
で
１
兆
５

７
０
１
億
円
の
売
り
越
し
と

１
０
カ
月
振
り
の
高
水
準
な

売
り
と
な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
の
日
本
株
を

買
っ
て
い
た
「
円
安
、

ハ
イ
テ
ク
株
物
色
、

米
国
利
下
げ
」
相
場

が
狂
い
始
め
た
。

　

場
中
の
動
き
を
見

て
も
買
い
が
入
ら
ず
、

売
り
仕
掛
け
の
や
り

た
い
放
題
で
あ
る
。

円
高
に
な
れ
ば
株
価
が
売
ら
れ

る
と
い
う
構
図
が
止
ま
ら
な
け

れ
ば
日
本
株
独
自
の
浮
上
は
難

し
い
。
日
本
株
が
下
げ
止
ま
る

に
は
円
高
に
一
服
感
が
出
て
く

る
か
、
円
高
メ
リ
ッ
ト
株
の
物

色
が
広
が
る
か
し
か
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は
２
５
日
移
動
平

均
線
（
３
万
９
８
３
５
円
処
）
か

ら
の
乖
離
率
が
１
０
％
や
、
騰
落

レ
シ
オ

が
８
２

％
な
ど

売
ら
れ

過
ぎ
の

シ
グ
ナ

ル
は
で

て
い
る
。

急
反
転

す
る
可

能
性
も

あ
る
が
、

今
回
の

下
落
は

為
替
ト

レ
ン
ド
の
反
転
が
き
っ
か
け
で
急

落
し
て
お
り
、
為
替
の
下
げ
止
ま

り
が
反
転
の
必
要
条
件
と
な
っ
て

こ
よ
う
。

　

今
週
は
８
月
限
の
Ｓ
Ｑ
週
で
あ

る
。
先
月
ま
で
は
Ｓ
Ｑ
週
に
コ
ー

ル
と
絡
め
て
高
値
を
取
る
動
き
が

活
発
化
し
て
い
た
。
Ａ
Ｉ
取
引
が
日

常
化
す
る
中
で
Ａ
Ｉ
も
Ｓ
Ｑ
週
は

動
か
し
や
す
い
と
学
ん
で
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
今
月
は
プ
ッ
ト
を
絡

め
て
仕
掛
け
て
く
る
可
能
性
は
非

常
に
高
い
。
想
定
外
の
動
き
を
す

る
公
算
も
高
く
「
落
ち
て
く
る
ナ

イ
フ
は
掴
む
な
」
で
あ
る
。

　

リ
バ
ウ
ン
ド
相
場
は
Ｓ
Ｑ
通
過

後
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
週
の

レ
ン
ジ
は
３
万
４
８
０
０
円
～
３

万
７
０
０
０
円
を
想
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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記
者
の
視
点

相
場
見
通
し

週明け３万５０００円割れか?

異次元の「植田暴落」

　

８
月
第
１
週

の
東
京
市
場
は

２
日
の
日
経
平

均
終
値
で
前
日

比
２
２
１
６
円

６
３
銭
安
の
３

万
５
９
０
９
円

７
０
銭
と
ブ
ラ

ッ
ク
マ
ン
デ
ー

以
来
の
下
げ
幅

を
記
録
し
歴
史

的
な
大
暴
落
と

な
っ
た
。

　

７
月
３
１
日

の
日
銀
金
融
政

策
決
定
会
合
で
の
０
・
２
５
％

利
上
げ
発
表
後
は
ア
ク
抜
け
か

ら
買
戻
し
の
動
き
と
な
っ
た
も

の
の
、
引
け
後
、
植
田
日
銀
総

裁
が
会
見
で
「
過
去
２
回
の
利

上
げ
局
面
で
上
限
と
な
っ
た

０
・
５
％
の
水
準
を
利
上
げ
の

壁
と
し
て
意
識
し
て
い
な
い
」

と
超
タ
カ
派
的
な
発
言
を
行
っ

た
こ
と
で
円
高
進
行
と
と
も
に

先
物
主
導
で
急
落
。
そ
の
後
、

米
国
の
各
経
済
指
標
が
悪
化
し
、

２
日
に
発
表
さ
れ
た
７
月
雇
用

統
計
で
は
１
１
・
４
万
人
増
で

予
想
を
下
回
り
、
失
業
率
も
４

.
３
％
に
上
昇
し
た
こ
と
で
週
末

の
米
国
市
場
は
３
指
数
揃
っ

て
大
幅
続
落
。
こ
れ
と
連
動

し
て
２
２
５
先
物
の
夜
間
取

引
で
は
３
万
５
０
０
０
円
を

割
れ
て
お
り
、
週
明
け
の
東

京
市
場
は
大
幅
な
３
日
続
落
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

　

次
回
の
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
で
は
利
下

げ
が
有
力
で
、
植
田
総
裁
が
超

タ
カ
派
的
な
発
言
を
行
わ
な
く

て
も
、
金
利
差
は
縮
小
し
円
安

が
止
ま
る
可
能
性
が
高
か
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
無
視

し
た
か
の
よ
う
な
超
タ
カ
派
発

言
が
混
乱
の
要
因
に
な
っ
た
。

実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
で
実
態

経
済
は
良
く
な
い
。
し
か
も
今

回
の
暴
落
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
ア

ル
ゴ
売
買
全
盛
で
、
昨
年
１
１

月
に
は
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
で

Ｖ
ａ
Ｒ
方
式
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
先
物
ト

レ
ー
ダ
ー
は

リ
ス
ク
に
敏

感
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
。

今
回
の
「
植

田
暴
落
」
は

様
々
な
要
因

が
重
な
る
異

次
元
の
暴
落

で
、
安
易
な

押
し
目
買
い

を
避
け
て
落

ち
着
き
を
待

ち
た
い
。

　

今
週
は
８
日
に
７
月
３
０

日
・
３
１
日
開
催
の
日
銀
金
融

政
策
決
定
会
合
で
の
主
な
意
見

が
公
表
さ
れ
、
そ
の
中
味
で
次

第
で
は
再
び
波
乱
も
。
５
日
は

米
国
で
７
月
Ｉ
Ｓ
Ｍ
非
製
造
業

指
数
が
発
表
さ
れ
、
景
気
減
速

追
認
で
波
乱
を
秘
め
る
。
９
日

は
先
物
オ
プ
シ
ョ
ン
Ｓ
Ｑ
も
控

え
て
お
り
、
先
物
で
も
警
戒
が

必
要
。

　

決
算
は
７
日
に
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９
８
４
）
や

ホ
ン
ダ
（
７
２
６
７
）
な
ど
。

輸
出
系
は
為
替
変
動
で
決
算
内

容
を
マ
ー

ケ
ッ
ト
が

ど
う
評
価

す
る
か
も

注
目
さ
れ

る
。

当面のスケジュール

 

・５日 ６月23・14日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合議事要旨
　　　 ７月ＩＳＭ製造業景況指数
・６日 ６月毎月勤労統計調査
　　　 ６月家計調査
　　　 米６月貿易収支
・７日 ６月景気動向指数
　　　 中国7月貿易収支
・８日 ７月景気ウォッチャー調査
　　　 ７月30・31日開催の日銀金融政策決
　　　 定会合の「主な意見」
・９日 ７月マネーストック
　　　 オプションＳＱ
　　　 中国７月生産者物価、中国７月消費
　　　 者物価
・12日 休場：東京市場
・13日 ７月国内企業物価指
　　　 独８月ＺＥＷ景況感指数
・14日 米７月消費者物価
・15日 ４－６月期ＧＤＰ
　　　 中国ＭＬＦ(中期貸出制度)金利
　　　 中国７月工業生産、中国７月小売売
　　　 上高、中国７月都市部固定資産投資
　　　 米７月小売売上高
　　　 米７月鉱工業生産・設備稼働率
・16日 ６月第三次産業活動指数
　　

編 

集 

後 

記

　

や
は
り
円
高
だ
っ
た
。
円
が

高
く
な
れ
ば
当
然
、
海
外
投
資

家
に
は
日
本
株
は
割
高
に
な
り
、

輸
出
企
業
の
利
幅
は
縮
小
す
る
。

日
経
平
均
は
７
月
に
付
け
た
最

高
値
か
ら
６
０
０
０
円
以
上
下

落
し
て
お
り
、
円
キ
ャ
リ
ー
ト

レ
ー
ド
の
巻
き
返
し
が
一
巡
し

て
円
高
が
一
服
す
れ
ば
そ
れ
な

り
の
値
幅
で
自
律
反
発
が
あ
る

だ
ろ
う
が
、
円
高
を
前
提
に
し

た
物
色
で
本
格
反
騰
に
進
む
シ

ナ
リ
オ
は
想
像
で
き
な
い
。

　

当
面
は
一
段
安
が
あ
っ
て
も

リ
バ
ウ
ン
ド
を
狙
う
局
面
な
が

ら
、
そ
の
先
は
趨
勢
的
な
為
替

の
動
き
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
休
む
も
相
場
か
も

知
れ
な
い
。

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


